













ジネス英語 ･商業英語である｡BEはGEの特化 した ものであるが､文法や構文はGE







像 に反 して意タトに広 く (図ではBEの過半 を占め る)､BE特有の分野- (C)はか
な り狭いのではないか､ とい うことである｡ しか し､ これはあ くまで も "想定"
である｡
研究面か ら行 くと､GEとBEの共通領域 を研 究す ることは､大学 レベルにおけ
る学生のGE能力 (GeneralEnglishcompetence)をや ､専門的なBE学習 (Bush
nessEnglishlearning)-の橋渡 しをす る要点 を把握す ることであろう｡
この点では､筆者は縁てか ら専門的テキス トの要件の一つ として､｢一般英語 と
しての基本的な構文､表現､語費 を押 さえているもの｣ と主張 して来た2)｡今後､
自分自身の課魔 として取 り組みたいテーマである｡
-才､GEとBEが共通 していないBEの独自領域 (C)についてはどうだろうか｡





〔注〕GEを囲む小円はSEの諸分野 であ り､ この他幾つかの小円を描 くことか できる｡
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に商業英語 と置 き換えないこととす る｡
なお､ 日本の商業英語学は ｢ビジネス ･コ ミュニケーション論｣ として位置付
けられ るような内容に変容 していることが､秋山論文4)などか ら窺われ る｡ 日本の
立場か ら言えば､｢国際ビジネス ･コミュニケーション論｣ とい うことに もなろう
-だとすれば､早急な学舎名称変更が望まれ る処であるのだが｡
BEの独 自領域の研究としては､筆者は同 じく2つの硬言 をしている-(2)を参照｡
それは ｢ESPの中心的な分野 としてのBusiness Englishの一般的知識 を浸示す る
もの｣ と ｢当該分野 (例えばファイナンス) での一定 レベルの専門用語 を集約 し
ているもの (glossary)｣ である｡ それぞれについて､筆者はテキス トブックな り
辞書な りの形 で幾つかの貫畝 をしてきた積 りであるが､ それは後場の注5)に譲 ろ
う｡
本場の課題 はこれまで述べて来た幾つかの仮説 を例証す ることであるが､ 多く
は未知の分野 であ り､果 してどこまで成功す るか分 らないが､極力内タトのデー タ







ら並々ならぬ注意 を梯って来た. これはGeneralEnglish(一般英語) と言い換 え
てもよかろう｡
7年前､大学教員に転 出して現在は銀行論､タト国為替論､商業英語､国際 コ ミ
ュニケ- ション論等々 を担 当している｡商業英語については､当初 ｢貿易英語｣
と称 していた もの をカ リキュラム改革で ｢商業英語｣ とし､更に新 カ リキュラム
では ｢国際ビジネス ･コミュニケーション論｣に名称変更 をした｡
この他､タト国書購読では経営 ･ビジネス関係の分野別テキス トを使 用 し､ゼ ミ
ナールでは金融英語 その他の分野別用語の研 究を採 り入れている｡ また､タト部セ
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ミナーなどでは実務英語､金融 と証券の英語 を稲導 Lている.
研究面では筆者の 2つの専攻分野 (major)である金融 と英語の うち､金融 に
ついては銀行経営 と内部管理､英語の才はBusinessEnglishとFinancialEnglish




GEの調査を始めて最初 にビックリした ことは､内タトの文献でGEに関連 した も














ESPの) コースは､一般的 な言語能力 を教 えることを目的に したコース (一般的







(この内容については後 に述べ る) 日本の英語学の案内書である長谷川瑞穂 ･脇










その他､手元にある限 りのGE,BE研究書のインデックス等 を当ったが､ タグま
とまった記述が見られたのは､oxfordHandbookforLanguageTeachersの 1
冊､TeachingBusinessEnglishかtlBusinessEnglish v.GeneralEnglish-asum-





殆どないとい う驚 くべ き事実が判明 した｡StandardEnglishとい う言葉はある
が､GeneralEnglishとい う言葉はないのではないか (後述のように事実はある
のであるが) とい う疑いす ら抱かせ る結果であった｡
筆者 は､この事実 を､英米ではEnglish (英語)とい うものを｢所与｣(与え られ
ていること･もの)と受け留めて､その存在自体 を深 く考 えることをしないため
ではないか と想像す る｡ 日本の英語学界は もちろんその右並えである｡
② BusinessEnglishについても､同様な傾向が見受けられ るようである｡日本の
商業英語学食でも､BusinessEnglishをGeneralEnglishとの対比で見るような
議論は､後で述べ るように殆 ど影 を潜めている｡
ただ し､先に挙げたTeachingBusinessEnglishは説明の通 りGEを意識 してい
る本であるが､同書は B̀usinessEnglishmustbeseenintheoveralcontext
ofEnglishforSpecificPurposes,…"(P3)の前渡に立った論考である｡
③ GeneralEnglishに係 る文献については後で検証す る前渡で詳 しく触れなかっ
たが､『ロングマン応用言語学用語辞典』 での言及はESPについて.の記述の中で
あり､ またGeneralEnglishSylabusDesign(1984)は､ESPが脚光を浴びせ られ










請 (GE,GeneralEnglish)であ り､全人的な教育や教養の一部 として英語 を学ぶ
ものであ り､ ご く-般的 な英語の発音 ･文法 ･語草の知識 とその適用能力の習得
を目絹す ものである｡ (アンダーラインは筆者)｣
ESPでのGEの見方については後 にまとめて述べ ることとし､次章では､主にGen-





eralEnglishとい う表現はない｣ と主張す る人はいないだろう｡ただ し､General
Englishとい う言い方 を余 り見受けないことも事実である｡
その代 りと言えようか､Standard Englishとい う表現があ り､関係著書 も数点
















者の調査(1)を参照一 では､タト国人学生等向けの ｢海タト英語研修｣説明パ ンフ レッ
トの中である. そこでは､英米共に一致 してGeneralEnglishの教育 を目標 として








時間に亘 って受講 した､学生ではな く社合人 としての体験 を基にしたGEの教授法
に関する実証的な論文であり､参考になる記録である｡
(2)GE側の GEについての問題意識










とESPの盛行-の反漠 を示 し､ この本の主題であるGeneralEnglishsylabusde-
signのシンポジュウムを､1983年 トロン トで開催のTESOLConventionで採 り上げ
るのに至った経緯 を述べている｡
このよ うにして､GE側 自身でGEについての問題意識が高まった ことが読み取
れ るが､ その後のプロダク トの'yなさか ら見て､GEがネ-テ ィ7､ノン ･ネ-チ
ィブを問わず最大の顧客 を擬 して自らの座に安住 していることが窺われ るのであ
る｡
(3)ESP側 のGEについての問題意識
ESP (SE)は､いわばGEに対す るアンチテーゼ として出発 した ものであるか




同書末尾のESP andELTの小項 目で､WeareremindedthatESP isa
branchofELTandperhapsnotasdifferentfromitasmightbesupposed.
(p.73)と注意 を促 している｡
ELTはEnglishLanguageTeachingであ り､ その延長線上にEFL (English




従って､GeneralEnglishはタト国人向けの一般英語 コースとなる｡ これが もし













この本の中で前述のTheTreeofELT (p.17)が紹介 されている｡ しか し､言




一才､本書 を初めか ら丁寧に読んで行 くと､第二次世界大戦後の流れ として､
国際的規模でactivityが拡かったこと､ そしてtechnologyandcommerceが英
語 を学びたい環境 を作 り､EST (EnglishforSciencearldTechnology)に鶴




ただ全体 の文脈か ら見ると､non-nativeEnglishusersが需尊者であ り､英
語 を大 きな産業 とす る英国が､従来のぬ くぬ くとした ELT (Englishlanguage
Teaching)の世界か ら､-部の人が新 天地 を求めて教育者 として飛 び出 した こ
とが読み取れ る｡ そうならそうと素直に書けばいいのに､厄介な本である｡
筆者の判断では､ それはあ くまで も元々の形であって､nativeEnglishusers












とした上 で､次の泉 を示 してい る｡ESTの中に､経済紙､科学 ･肢術記事 な ど


















































































content on an ongoing
basis.
Defined precisely in
relation to the needs
analysis findings. May be
worded in terms of the
tasks/skills required in the
job (job-experienced
learners) or course of study
(pre-experience learners).
or in terms of required
language improvement




training, there are usually
time constraints because of
the need for training to be
cost-effective. In colleges
and universities, time for
language study is also
likely to be limited.
Learners are likely to be
more goal-orientated and
to expect success. Business




Print, audio, and video
materials can be bought
off the shelf for Business
English-but they may




vocabulary and variety of
styles found in literature
and other general reading





Certificate) will have fixed
pre-determined objectives.
Individuals may have their
own objectives: interest in
the culture; desire to travel
or live abroad; a feeling
that language skills will be




language study will usually
be open-ended. Even
examinations can be
repeated if necessary. An
exception would be
someone preparing for a
holiday or residence
abroad.
Learners also want to
make progress but are less
likely to set themselves
specific targets within a
rigid timescale.
In most parts of the world,










not meet the specific needs
of an individual or group.
It may be necessary to
develop materials for a
specific course.
Many learning tasks and
activities will be the same





common to both although
the situations and language
will differ. Business
English also borrows ideas
from management





will be given many
opportunities to present
and discuss aspects of their
work.
In colleges and universities
there may be set (written
and oral) examinations. In
company language training




Business English test. In
informal assessment, the
emphasis is usually on
evaluating the success of
communication -i. e. did
the speaker/writer express
the idea precisely enough
and appropriately enough
for the target situation?
General English
teaching at all levels.
Materials development by
the teacher is not usually
required or expected.
There may be a broader
range of techniques in use
in the General English
classroom. Many activities
are designed to make
learning more 'fun', and
variety for its own sake is
important to maintain
interest and motivation in
the absence of specific
needs
Formal examinations
include a written paper in
which marks are awarded
for grammatical accuracy
as well as range of
vocabulary and
appropriacy. Oral




Informal assessment (e. g.
of class performance) is







この論文の中で､筆者はESPの視点 を導入 してGE,BE,SEの相 関図 (図 2) を
描いてみた｡ また､BEの独 自分野の研 究 として､｢ESPの中心的 な分野 としての
BusinessEnglishの一般的知識の浸示｣ と､｢当該分野 (例えばファイナ ンス) で
の一定 レベルの専門用語の集約｣ を碇案 してい る｡
また､本塙の中でも ｢ESP側のGEについての問題意識｣ を整理 して紹介 した｡
最近の論文 ｢ビジネス用語の一考察｣ 10)の中で-項 (ESP面か らの考察) を割い
て詳 しく論 じたので､ ここでは繰 り返 さない｡
一才､自らの碇案 を実行 して､幾つかの著書､論文､辞典等 を発表 してい る｡〔本
論文の注 5-BEの独自領域の研究 (橋本関連分) を参照〕
日本の場合､商業英語の研究は貿易英語あ るいはビジネス英語 として独 自の発
展 を遂げてきたので､最近のESP研究に対 してはかな りの抵坑が見受け られ る11)0
(下記参照)
秋Ll,武清教授は､｢商業英語はESPの一分野 として研究すべ きであるとい う見解
(橋本､1993)もあるが､商業英語学の立場か らは異論 もある｣ と述べ てお られ
るが､ これにはやや誤解があ りそうである｡
ESP研 究の濃唱者の一人 として､ この名誉ある誤解は有難 く受け留めなければな
らないか も知れない. Lか L､｢商業英語 をESPの一分野 として研 究す るとい う切
り口は最近注 目を浴びてい る (中邑光男氏)｣ことの名誉は､同氏や 日本におけ る
最初の唱導者 である平田重行教授 に属すべ きものである｡
また､同教授 は､
日本の商業英語学舎 で もESPの視点による研究発表がみ られ､個人的には興味
はあるが､ESPと商業英語学の関係 にはほ とん ど言及 され ることが ないよ うに忠
われ る｡ESPは英語教育､英語学､応用言語学等 との関係が深い と思われ るが､
商業英語 に関す る通説 とまでいわれ てい る中村定義 との学問的 な関係は是非 とも
明 らかにされ るべ きであろう｡ と批判 しい る12)｡
中村定義13)は､スイスの言語学者 ソシュールを援用 して､｢商業英語学は商業英
語現象に関す る学 である｣ とす るものであるが､羽田三郎教授の諸理論 を誘発 し
たことはあったに しても､ その他の見るべ き発表があったとは思われない｡
別 の秋山論文 (前掲注 3)で も､｢この画期的 ともい うべ き中村定義が発表 され
たのが1960年の ことであるか ら､30年以上 も前の ことである｡ それ に もかかわ ら
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ず､われわれの学合のどれだけ多くの人が中村定義 を消化 して商業英語学 を前進
させ ることができたであろうか｣ と自ら述べている通 りであろう｡
しか し､30年以上 も前に自己完結的な定義が確立 されているのであれば､｢まず
先達の業績 を謙虚に検討 して､ その上で自分の経験や説 を披露せよ｣ とい うこと
にやや無理 はあ りは Lないか｡時代が どん どん変ってい るのに､ このような対応
は如何 なものであろうか｡
むしろ､中村定義 を援用 した商業英語の分析 を数 多く示す ことこそ､今 日に も
生 きる役に立つ理論 として､後進 を益す るものと思われ るo
ESP論 自身は､実質1980年代 に発展 した新 しい学問で､ 日々新 しい もの を採 り
入れているO｢ESPが商業英語学の国有のアプローチ (商業 と英語 を一元的に とら
える立場) とで もい うべ きもの を潜 えてい るとは思われない｣ と批判 され るが､
ESPは商業英語に限 らない専門英語学であ り､元々日本の独 自の商業英語学に立
脚 した ものではない｡そこに根本的なすれ逮いがあ り､批判には答 えようもない｡
第-､ 日本の商業英語学のアプローチが英米の学界 を説得 し､独自の地 歩 を獲
得 しているとい うようなことはないのである｡
この場合､筆者 はむ しろ則定隆男教授の統合化-のアプローチ】4)を支特す る｡
論 旨の評価は省 くが､同論文では '言語学的アプローチ" として､具体的 コ ミュ
ニケー ション表現の分析 (-ESP研究につなが る)の研究 を個別的研究の-つ と











(注) 1.Englishには nonstandardEnglish(- substandardEnglish,俗語､卑






StandardBritishEnglishや StandardAmericanEnglish等 と分 ける
こと が で き､ それ ぞれの歴 史､文化 を背景に円の大小が あ り得 る｡特
に発音の相遠点が大きい｡(図 3-2)
図 4 GeneraIEnglishとESP (SpecialEnglish)の関係
〔注〕緯線の部分かGEとSEの境界域
(追) 1.GEとSEの共通す る部分は､ それ ぞれのSEにおいてGEを使用す る部分
であ り､ その種類によって面積の大小があ りそうである｡〔参考文献 (9)
EnglishforScienceandTechnology:adisc()urseapproach参照〕
いずれにせよ､GE扱 きでSEの表現 をす ることは不可能である｡
2.GEは英米でタト国人向け教育 (EFL)に使われ る表現 であるが､米国で
は IntensiveEnglishコースといわれ ることが 多く､GEとい う表現 に英
米の差があ り得 ることを窺せ る｡ (注 9参照)
3.SEの代表的な分野 であるBusinessEnglishについて､TeachingBusi-
nessEnglish〔参考文献 (5)〕では､語葉､表硯 について､英語の文法や




1956年10月の 日本商業英語学会の研 究発表で､ 戸川ヰ雄 氏は ｢商業英語学才法
論管見｣ 15)で､｢商業英語は､英語の特殊的 な-部面｣である｡ これ を対象とす る
商業英語学は､一般的 な英語 を対象 とす る ｢英語学｣の-分科 であ り､広 く言語
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を対象 とす る ｢言語学｣の一部門である｡｣ といった趣 旨のことを述べている｡
事の当否は暫 くおいて､｢一般的な英語｣に着目したことに注意 した い ｡ また､





るだけに留っている｡ また､中村巳喜入教授の 『ビジネス ･コ ミュニケ-ション
論』の中でも､GEとBEの関係 については 多Jyの言及が ある (p.94-p.97)程度
である｡
その後､同学会 ではこの種の議論は影 をひそめてい る｡やは り､Englishない
しBusinessEnglishを所与の ものとして深 く追求 しない傾向があるのではなかろう
か｡
む しろ､最近のコーパ-ス研 究 を背景 とした長野格 氏の必須語の研 究､あるい
はESP研究か ら来た中邑光男氏の概念 ･機能表現の研究の才が､GeneralEnglish
とつなが っているだけに今後の可能性 を感 じさせる.
他の分野では､横内論文 (15ページ)のようにGEの一般英語 としての位置付け
を明確 にしているものがある｡ また､金橋 多恵子氏の論文17)では､｢時代は､現代
の要請によって､一般英語 ("General"English)の学習か ら特定の分野の英語､
および､特定の目的 を特った英語の学習が､ コ ミュニケーションの道具 として必
要 となってきたO｣ として､ESPのカテゴリーの中で G̀eneral"Englishforaca-
demicpurposesにも言及 している｡
また､ESPの世界的動向に触れて
｢ESPは､今や国際的に英語教育の重要 な役割 を担 ってい る｡特 に､英語 を母国
語 としない国においてその発達はめざましいO例 えば､中国､アルジェ リア､チ
リの大学で数 多くのESP講座が開催 されてい る｡ESPプログラムの特徴 として､
対象 とな る学習者は子供 よ りは成人が 争いが､エジプ ト､ ドイツ､ トルコでは中








ただ､全体 を見れば､研究社の 『英語年鑑'96』 で､個人業績一覧 を当ってみて
も､GEを扱 っている人は皆無であ り､基礎英語的なGeneralEnglishは研 究者に
とっては､余 り意欲の湧かない分野 なのか も知れない｡
む しろ､BE側はBE教育 ･研究の面で その前段 となるGEは興味 ある研 究分野 で
あると思 う｡ 多数の方々の参入 を期待 したい｡
(2) 英米の GE観の相違
すでに述べた通 り､筆者はGEに対す る見方について､英米間で何等かの相 遠点
があるのではないか との疑問 を懐いたので､二､三の調査を行 った｡
最初に起 った疑問は､なぜ General Englishについて具体的 な定義が見 当らな


























An American book mentions that "General English is the English used by lit-
erate persons in speech and writing. It is the prevailing language of business
letters and reports; advertising; newspapers and magazines; fiction and
nonfiction; radio and television.
(J. Harold Janis, Modern Business Language & Usage in Dictionary Form, Dou-
bleday, 1984.) (*~x.32"",- ~5.i 9 *~~,)
Paulin Robinson, ESP Today: A Practioner's Guide, Prentice Hall, 1991, p.4
quotes the following figure as the situation of ESP in the USA, mentioning
General EAP (English for Academic Purposes) under Academic ESP.
Entry Level
Genaral EAP<









} usually done privately
FIGURE 2 ESP in the USA (Source: ~ohns (17) ) .



















































これは､図 4のようにGEとSEの境界域 を単に量的 に理解す るだけでな く､GE
レベルの進捗度合とSEとの相関関係 を量的に捉えようと試みた ものである｡
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